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中
野
洋
昌
国
土
交
通
大
臣
か
ら

国
政
情
勢
に
つ
い
て
は
「
昨
今
の

物
価
上
昇
に
即
応
す
る
た
め
、
物

価
上
昇
を
上
回
る
賃
上
げ
が
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
組
合
に
は
奮
闘

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
激
励

の
言
葉
が
あ
り
、
生
活
に
必
要
な

電
気
・
ガ
ス
代
の
負
担
軽
減
策
を

輸
送
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
に
期

待
が
高
ま
っ
て
お
り
、
港
町
神
戸

か
ら
海
運
業
界
を
盛
り
上
げ
た
い

と
す
る
旨
の
意
気
込
み
が
述
べ
ら

れ
た
。

ま
た
船
員
職
業
の
後
継
者
確
保

・
育
成
問
題
や
中
東
情
勢
を
は
じ

め
と
す
る
地
政
学
リ
ス
ク
、
急
激

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
状
況
下
、
特

に
後
継
者
確
保
・
育
成
は
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
お
り
、
現
状
を
打

開
す
る
た
め
に
は
、
国
策
に
よ
る

対
策
が
必
要
で
あ
る
。
ぜ
ひ
海

運
政
策
を
実
現
い
た
だ
き
た
い
」

と
、
海
運
業
界
を
取
り
巻
く
背
景

を
中
野
洋
昌
国
土
交
通
大
臣
に
説

明
す
る
と
と
も
に
、
海
運
政
策
の

実
現
を
強
く
促
し
た
。

最
後
に
浦
隆
幸
関
西
地
方
支
部

長
か
ら
「
本
日
は
緊
急
の
お
声
が

け
に
も
よ
ら
ず
国
土
交
通
大
臣
の

国
政
報
告
を
拝
聴
す
る
た
め
、
日

本
旅
客
船
協
会
会
長
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
各
社
の
皆
さ
ん
、
本
組

合
執
行
部
と
組
合
員
の
皆
さ
ん
が

参
集
し
た
こ
と
、
大
変
心
強
く
思

い
ま
す
。
海
運
産
業
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
が
、
本
日
の
意
見
交
換
な
ど

で
、
国
土
交
通
大
臣
と
共
通
認
識

を
図
れ
た
と
思
い
ま
す
。
ご
参
集

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
と
共

に
、
こ
こ
神
戸
の
地
か
ら
海
運
業

界
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
中
野

洋
昌
国
土
交
通
大
臣
の
国
政
報
告

会
を
終
了
し
た
。

推
し
進
め
て
い
る
こ
と
と
併
せ
、

米
不
足
問
題
で
は
「
国
民
に
お
米

を
届
け
る
こ
と
を
第
一
義
に
、
国

会
質
問
を
行
い
、
備
蓄
米
放
出
に

至
っ
た
」
と
の
経
緯
が
説
明
さ
れ

た
。海

運
業
界
に
つ
い
て
は
、
物
流

の
24
年
問
題
を
起
因
と
し
た
海
上

な
円
安
に
よ
る
燃
料
油
価
格
高
騰

に
は
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
加
藤
琢
二
日
本
旅
客

船
協
会
会
長
か
ら
、
島
国
日
本
の

海
運
業
界
の
必
要
性
や
抱
え
て
い

る
問
題
に
つ
い
て
「
物
価
や
燃
料

価
格
の
高
騰
が
海
運
業
界
に
悪
影

７
月
17
日
、
中
野
洋
昌
国
土
交
通
大
臣
が
全
日
本
海
員
組
合
の
関
西
地
方
支
部
に
来
組
し
、
国
政
報
告
会
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

日
は
関
西
地
方
支
部
の
大
会
議
室
に
、
海
員
組
合
が
担
当
す
る
会
社
や
職
場
委
員
、
現
場
組
合
員
、
執
行
部
な
ど
約
60
人
が
参
集

し
、
中
野
洋
昌
国
土
交
通
大
臣
か
ら
最
近
の
国
政
情
勢
や
海
運
業
界
の
問
題
・
課
題
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
、
続
い
て
加
藤

琢
二
日
本
旅
客
船
協
会
会
長
が
、
旅
客
船
業
界
や
海
運
業
界
の
現
状
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
海
運
業
界
全
体
の
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
船
員
の
後
継
者
確
保
・
育
成
に
は
、
国
策
に
よ
る
対
応
策
が
必
要
で
あ
る
と
海
運
・
船
員
政
策
の
実
現
を
強
く
促
し
た
。

海
運
業
界
の
喫
緊
の
課
題
、船
員
後
継
者
の
確
保・育
成
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海運政策について意見を交わす



2025年（令和７年）９月15日　　（2）第 3096 号 （第３種郵便物認可）

え
た
。

出
港
時
に
は
、
市
内
の
７
団
体

に
よ
る
太
鼓
の
見
送
り
が
盛
大
に

行
わ
れ
、
見
送
る
人
た
ち
は
、
色

鮮
や
か
な
テ
ー
プ
を
手
に
、
航
海

の
安
全
と
大
漁
を
願
っ
た
。

大
船
渡
港

ܤ
μ
第
ɟ
⎚
Ј
ล

８
月
８
日
、
大
船
渡
港
か
ら
鎌

田
水
産
株
式
会
社
の
サ
ン
マ
棒
受

け
網
漁
船
６
隻
が
出
港
し
、
乗
組

員
の
家
族
や
漁
業
関
係
者
、
地
元

の
人
た
ち
が
駆
け
付
け
た
。

出
船
式
は
、
大
船
渡
魚
市
場

で
行
わ
れ
、
は
じ
め
に
渕
上
清
大

船
渡
市
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

続
い
て
乗
組
員
を
代
表
し
「
第

十
八
三
笠
丸
」
の
高
橋
昇
司
漁
労

長
か
ら
「
第
一
に
安
全
で
す
。
そ

の
上
で
大
漁
に
な
る
よ
う
努
め
、

笑
顔
で
大
船
渡
に
入
港
し
た
い
」

と
応
え
、
北
海
道
花
咲
港
に
向
け

出
港
し
た
。《
気
仙
沼
支
部
＝
発
信
》

気
仙
沼
港

ᅦ
ஹ
ଊ
⎚
ٻ
漁
ᫍ
⍹

８
月
７
日
、
気
仙
沼
港
か
ら
サ

ン
マ
棒
受
け
網
漁
船
10
隻
が
北
海

道
花
咲
港
へ
向
け
出
港
し
「
出
船

送
り
」
で
は
乗
組
員
の
家
族
や
漁

業
関
係
者
を
は
じ
め
、
地
元
の
人

た
ち
約
千
人
が
、
見
送
り
に
駆
け

付
け
た
。

気
仙
沼
の
伝
統
と
も
い
え
る
福ふ

来ら
い
旗き

を
振
り
、
船
頭
の
好
み
の
音

楽
を
流
し
、
威
勢
よ
く
出
港
す
る

出
船
送
り
の
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
気

仙
沼
コ
の
字
岸
壁
で
行
わ
れ
、
は

じ
め
に
菅
原
茂
気
仙
沼
市
長
か
ら

「
航
海
の
安
全
と
大
漁
を
心
か
ら

祈
念
す
る
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
各
船
を
代
表
し
て
宮
城
船
団

長
の
「
第
八
十
一
豊
清
丸
」
中
館

捷
夫
漁
労
長
が
「
わ
れ
わ
れ
が
一

丸
と
な
り
、
気
仙
沼
が
サ
ン
マ
水

揚
げ
本
州
一
に
な
る
よ
う
、
頑
張

っ
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
」
と
応

北
海
道・花
咲
港

ᑋ
ෙ
ܤ
μ
⎛
ᝅ
漁
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⎌

サ
ン
マ
棒
受
け
網
漁
船
は
８
月

10
日
の
一
斉
解
禁
（
小
型
・
中
型

・
大
型
船
）
で
出
漁
す
る
こ
と
と

な
り
、
根
室
船
団
は
10
日
の
午
前

０
時
に
根
室
の
花
咲
港
か
ら
出
漁

し
た
。
港
に
は
乗
組
員
の
家
族
を

は
じ
め
、
漁
業
関
係
者
な
ど
が
見

送
り
に
駆
け
付
け
た
。

各
船
は
昨
年
の
豊
漁
に
続
く
こ

と
を
期
待
し
、
航
海
・
操
業
の
安

全
と
早
期
満
船
・
豊
漁
満
足
を
目

指
し
出
漁
し
た
。
今
季
の
サ
ン
マ

は
魚
体
も
大
き
く
、
昨
年
以
上
に

期
待
さ
れ
て
い
る
。

《
道
東
支
部
＝
発
信
》

小
名
浜
港

ٻ
漁
฼
ឱ
⏂
期
ࢳ

サ
ン
マ
漁
が
８
月
10
日
に
解
禁

に
な
る
の
を
受
け
、
福
島
県
の
船

団
が
８
月
６
日
、
い
わ
き
市
小
名

浜
港
を
出
港
し
た
。
北
海
道
沖
で

漁
を
行
い
、
早
け
れ
ば
10
月
中
に

同
港
に
水
揚
げ
す
る
見
通
し
。
こ

の
日
は
、
江
名
漁
業
協
同
組
合
所

属
の
「
第
三
十
八
福
吉
丸
」
な
ど

６
隻
が
、
北
海
道
の
釧
路
港
に
向

け
て
出
港
し
た
。
四
家
義
昭
漁
労

長
は
「
お
い
し
い
サ
ン
マ
を
小
名

浜
港
に
揚
げ
て
、
地
元
を
活
気
づ

け
た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

昨
年
の
小
名
浜
港
へ
の
水
揚
げ

は
前
年
比
１
６
７
ト
ン
減
の
１
１

９
ト
ン
。
サ
ン
マ
の
長
期
予
報
で

は
、
来
遊
量
は
昨
年
並
み
の
低
水

準
と
さ
れ
て
い
る
が
、
見
送
り
に

来
た
人
た
ち
は
「
来
遊
量
が
増
え

漁
獲
量
も
増
え
る
の
で
は
な
い

か
。
魚
の
型
も
大
き
く
な
る
と
期

待
し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

《
小
名
浜
支
部
＝
発
信
》

秋の味覚サンマの大漁目指し
気仙沼港 大船渡港 花咲港

小名浜港 から出漁

サ
ン
マ
漁
の
出
港
日
和
に
航
海
安
全
と
大
漁
祈
願

大船渡港　大船渡港　大船渡港　

小名浜港小名浜港小名浜港

気仙沼港

大船渡港

花咲港花咲港花咲港

気仙沼港気仙沼港気仙沼港
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晴
天
に
恵
ま
れ
た
８
月
15
日
の

下
関
港
で
、
下
関
漁
港
を
拠
点
と

す
る
山
口
県
以
東
機
船
底
曳
網
漁

業
協
同
組
合
所
属
の
沖
合
底
引
き

網
漁
船
の
出
港
式
が
行
わ
れ
た
。

出
港
式
に
は
、
乗
組
員
の
家
族

の
変
化
や
燃
料
油
価
格
、
物
価
高

騰
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
る

が
、
持
続
的
に
事
業
を
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
の
最

大
の
使
命
で
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
後
、
漁
労
長
と
漁
業
技
能
実

ド
ネ
シ
ア
人
（
第
17
期
漁
業
技
能

実
習
生
）
12
人
を
対
象
に
、
本
組

合
本
部
水
産
部
の
フ
ァ
イ
ザ
ル
職

員
と
九
州
関
門
地
方
支
部
の
執
行

部
３
人
が
講
師
を
務
め
、
労
働
関

係
法
令
講
習
会
を
実
施
し
た
。

は
じ
め
に
技
能
実
習
生
の
活
発

な
自
己
紹
介
の
後
、
全
日
本
海
員

組
合
の
活
動
内
容
や
組
合
員
の
資

格
や
地
位
に
つ
い
て
説
明
し
、
船

員
法
等
関
係
法
令
上
の
定
義
、
給

料
そ
の
他
の
報
酬
、
安
全
衛
生
、

災
害
補
償
、
船
内
秩
序
等
の
規
定

に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。
ま

た
、
講
義
終
了
後
に
意
見
交
換
を

行
い
、
実
習
生
か
ら
の
質
問
に
、

執
行
部
か
ら
説
明
し
理
解
を
深
め

た
。
主
な
質
問
は
▽
船
員
保
険
料

の
支
払
い
に
つ
い
て
▽
公
的
年
金

を
受
け
取
る
た
め
の
手
続
き
に
つ

い
て
▽
労
災
保
険
に
関
す
る
職
務

外
傷
病
と
な
っ
た
場
合
に
つ
い
て

▽
送
還
時
に
お
け
る
帰
国
費
用
お

や
漁
業
関
係
者
が
出
席
し
、
出
港

式
に
先
立
ち
、
航
海
安
全
・
大
漁

祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
山
口
県
以
東
機
船
底

曳
網
漁
業
協
同
組
合
の
宮
本
洋
平

代
表
理
事
組
合
長
が
「
海
洋
環
境

習
生
を
中
心
と
す
る
乗
組
員
の
紹

介
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
鏡
開
き
と
大
漁
三

唱
、
散
餅
式
な
ど
が
行
わ
れ
、
下

関
市
役
所
吹
奏
楽
団
に
よ
る
演
奏

の
中
、大
漁
旗
を
掲
げ
た
漁
船
が
、

見
送
る
人
た
ち
に
汽
笛
で
応
え
な

が
ら
一
斉
に
出
港
し
た
。

出
港
後
は
萩
市
の
見
島
沖
合
か

ら
長
崎
県
対
馬
周
辺
ま
で
の
海
域

で
来
年
５
月
末
ま
で
操
業
し
、
ア

ン
コ
ウ
を
は
じ
め
、
ア
カ
ム
ツ
、

カ
レ
イ
、
ヒ
ラ
メ
、
タ
イ
な
ど
、

私
た
ち
の
食
卓
を
飾
る
魚
の
大
漁

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

山
口
県
以
東
機
船

底
曳
網
漁
業
協
同
組
合

第
17
期
漁
業
技
能
実
習
生
の

労
働
関
係
法
令
講
習
会

７
月
16
日
、
山
口
県
下
関
漁
港

の
福
利
厚
生
施
設
２
階
会
議
室

で
、
山
口
県
以
東
機
船
底
曳
網
漁

業
協
同
組
合
が
受
け
入
れ
る
イ
ン

よ
び
交
通
費
に
つ
い
て
▽
有
給
休

暇
の
取
得
方
法
―
な
ど
。

最
後
に
、
技
能
実
習
制
度
の
概

要
と
実
習
時
の
注
意
点
、
各
地
区

で
発
生
し
た
労
災
事
故
や
事
件
の

実
例
を
説
明
し
、
困
っ
た
こ
と
や

相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
海

員
組
合
に
連
絡
す
る
よ
う
伝
え
、

講
習
を
終
了
し
た
。

《
九
州
関
門
地
方
支
部
＝
発
信
》

長
崎
県・浜
串
漁
業
協
同
組
合

漁
業
技
能
実
習
生
の

労
働
関
係
法
令
講
習
会

６
月
30
日
、
長
崎
県
新
上
五
島

町
の
浜
串
漁
業
協
同
組
合
の
「
五

つ
星
寮
」
で
、
新
た
に
入
国
し
た

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
技
能
実
習
生
12

人
の
労
働
関
係
法
令
講
習
を
実
施

し
、
組
合
本
部
水
産
部
の
フ
ァ
イ

ザ
ル
職
員
と
長
崎
支
部
の
執
行
部

が
講
師
を
務
め
た
。

講
習
で
は
、
執
行
部
か
ら
▽
全

日
本
海
員
組
合
の
活
動
内
容
に
つ

い
て
▽
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日
本
の

文
化
と
習
慣
の
違
い
に
つ
い
て
▽

給
料
そ
の
他
の
報
酬
・
安
全
衛
生

な
ど
の
労
働
関
係
法
令
に
つ
い
て

▽
災
害
補
償
▽
船
内
秩
序
▽
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る

安
全
保
護
具
の
着
用
義
務
に
つ
い

て
―
な
ど
を
説
明
し
た
。

技
能
実
習
生
か
ら
は
▽
日
本
人

船
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
方
▽
給
与
か
ら
控
除
さ
れ

る
税
金
な
ど
に
つ
い
て
▽
実
習
が

満
了
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
帰
国

し
た
後
に
支
給
さ
れ
る
年
金
に
つ

い
て
▽
船
内
で
傷
病
が
発
生
し
た

場
合
に
お
け
る
対
応
▽
問
題
が
発

生
し
た
時
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て

―
そ
れ
ぞ
れ
質
問
が
あ
り
、
回
答

を
通
じ
て
理
解
を
深
め
た
。

最
後
に
、
困
っ
た
こ
と
や
相
談

し
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
組
合
に
連

絡
す
る
よ
う
伝
え
講
習
を
終
え
た
。

《
長
崎
支
部
＝
発
信
》

２
０
２
５
年
９
月
15
日

中
央
選
挙
委
員
会
議
長　
　
　
齋
藤
洋

第
40
期
全
国
委
員
の
当
選
告
示

一
、２
０
２
５
年
９
月
５
日
付
で
告
示
し
た
第
40
期
全
国
委
員

補
充
選
挙
に
つ
い
て
は
、
立
候
補
の
受
け
付
け
を
締
め
切
り
、

立
候
補
者
の
資
格
審
査
を
行
い
、
候
補
者
が
適
格
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

対
立
候
補
者
が
な
い
立
候
補
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国

委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｄ
項
に
よ
り
投
票
を
略
し
、
当
選
人
を

次
の
通
り
と
す
る
。

《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

１
１
３
鹿
児
島
地
区
組
合
員

（
補
充
定
員
１
名
・
立
候
補
者
１
名
）

当
選
人
川
畑
洋
佑

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
マ
リ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
志
布
志
営
業
所
）
機
関
長

第
40
期
全
国
委
員
の
資
格
喪
失
告
示

一
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
８
号
に
よ
り
、
全
国
委

員
資
格
を
喪
失
し
た
の
で
告
示
す
る
。

《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

０
２
８
商
船
三
井

平
木　
　
恵
介

０
４
１
関
東
地
区
水
産
グ
ル
ー
プ

西
野
喜
美
男

０
６
８
大
阪
地
区
内
航
船
Ａ
グ
ル
ー
プ

中
村　
　
　
浩

第
40
期
全
国
委
員
・
補
充
選
挙
の
告
示

規
約
第
45
条
お
よ
び
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
に
基
づ
き
、

第
40
期
全
国
委
員
補
充
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

一
、
補
充
選
挙
を
行
う
選
挙
単
位
と
補
充
定
員

《
選
挙
単
位
コ
ー
ド
・
単
位
名
》

企
業
単
位
０
２
８
商
船
三
井

１
名

企
業
単
位
０
４
１
関
東
地
区
水
産
グ
ル
ー
プ

１
名

企
業
単
位
０
６
８
大
阪
地
区
内
航
船
Ａ
グ
ル
ー
プ
１
名

二
、
補
充
選
挙
の
実
施
日
程

立
候
補
届
出
期
間　
　
　
２
０
２
５
年
９
月
15
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
９
月
24
日
ま
で

候
補
者
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
９
月
25
日

投
票
期
間　
　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
９
月
25
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
10
月
24
日
ま
で

当
選
人
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
５
年
10
月
25
日
（
予
定
）

三
、
補
充
選
挙
の
被
選
挙
人

（
１
）
企
業
区

全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｂ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示

日
に
補
充
選
挙
を
行
う
企
業
単
位
に
所
属
す
る
完
全
資
格
組
合

員
と
す
る
。

四
、
立
候
補
の
届
け
出

立
候
補
を
す
る
者
は
、
全
国
委
員
選
挙
規
則
付
表
の
一
に
定

め
る
様
式
に
基
づ
く
立
候
補
届
を
担
当
地
区
選
挙
委
員
会
へ
提

出
す
る
こ
と
。

五
、
補
充
選
挙
の
実
施
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

中
央
選
挙
委
員
会
事
務
局
（
総
務
部
）

以
上

以東機船底曳網漁船出港式
／労働関係法令講習会

外国人漁業技能実習生外国人漁業技能実習生外国人漁業技能実習生

長崎県浜串／外国人技能実習生の労働関係法令講習会長崎県浜串／外国人技能実習生の労働関係法令講習会長崎県浜串／外国人技能実習生の労働関係法令講習会

山口県／外国人技能実習生の労働関係法令講習会山口県／外国人技能実習生の労働関係法令講習会山口県／外国人技能実習生の労働関係法令講習会

山口県・下関港山口県・下関港山口県・下関港

出港式のようす
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７
月
26
日
と
27
日
の
２
日
間
、

佐
渡
汽
船
株
式
会
社
の
カ
ー
フ
ェ

リ
ー
「
お
け
さ
丸
」
と
「
と
き
わ

丸
」
の
船
内
で
、
夏
休
み
の
子
ど

も
た
ち
に
向
け
た
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

教
室
を
開
催
し
、
親
子
を
中
心
に

約
１
６
０
人
が
参
加
し
た
。

報
協
会
か
ら
相
談
を
受
け
た
浅
野

忠
行
新
潟
支
部
長
が
、
佐
渡
汽
船

株
式
会
社
と
日
本
海
曳
船
株
式
会

社
の
職
場
委
員
の
協
力
を
仰
ぎ
、

船
の
仕
事
で
使
う
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

を
学
ぶ
「
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
教
室
」

を
企
画
・
立
案
し
た
。

こ
の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
教
室
は
、

公
益
財
団
法
人
北
陸
信
越
海
事
広

報
協
会
が
主
催
す
る
佐
渡
汽
船
乗

船
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
「
体
験
乗
船
会
」

に
含
ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
。

「
海
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

公
益
財
団
法
人
北
陸
信
越
海
事
広

イ
ベ
ン
ト
当
日
、
船
が
新
潟
港

を
出
港
す
る
と
、
浅
野
忠
行
新
潟

支
部
長
の
司
会
進
行
の
も
と
、
公

益
財
団
法
人
北
陸
信
越
海
事
広
報

協
会
の
野
上
亮
常
務
理
事
が
主
催

者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
後
、

イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
か
ら
子
ど
も

た
ち
に
注
意
事
項
を
説
明
し
て
、

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
教
室
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。

イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活

躍
し
た
各
職
場
委
員
は
、
船
員
と

し
て
の
実
務
経
験
を
活
か
し
、
本

結
び
・
ま
き
結
び
・
も
や
い
結
び

な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
丁
寧
に
教

え
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
他
の

乗
船
客
に
は
、
普
段
の
生
活
で
役

立
つ
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
を
教
え
た
。

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
教
室
終
了
後
は
、

一
般
財
団
法
人
大
日
本
水
産
会
、

佐
渡
汽
船
株
式
会
社
、
日
本
海
曳

船
会
社
な
ど
か
ら
提
供
さ
れ
た
ペ

ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
や
ぬ
り
絵
を
配

布
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
の
は
し

ゃ
ぐ
声
で
船
内
は
盛
り
上
が
っ
た
。

初
め
て
実
施
し
た
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

教
室
は
大
好
評
で
「
海
の
日
」
イ

ベ
ン
ト
を
終
了
し
た
。

《
新
潟
支
部
＝
発
信
》

海の日イベント

船上で子どもたちに
ロープワーク教室

佐渡汽船株式会社佐渡汽船株式会社佐渡汽船株式会社

水産・海洋系高等学校で開催

船員職業ガイダンス船員職業ガイダンス船員職業ガイダンス

北
海
道
小
樽
水
産
高
等
学
校

ɶ
ܖ
生
⎞
Ӽ
⎄
⎙
ᛟ
ଢ
会

７
月
27
日
の
日
曜
日
、
北
海
道

小
樽
水
産
高
等
学
校
の
艇
庫
内

で
、
海
洋
漁
業
科
主
催
の
説
明
会

「
船
乗
り
に
な
ろ
う
！
」
が
開
催

さ
れ
、
学
校
側
か
ら
の
要
請
で
、

北
海
道
地
方
支
部
の
執
行
部
が
講

師
と
し
て
出
席
し
た
。

説
明
会
に
参
加
し
た
の
は
小
樽

市
と
札
幌
市
内
の
中
学
生
24
人
と

そ
の
保
護
者
18
人
。
は
じ
め
に
長

谷
川
智
人
教
頭
が
「
説
明
会
を
通

じ
て
、
少
し
で
も
船
員
に
興
味
を

抱
き
、
進
路
・
職
業
選
択
に
役
立

て
て
欲
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

続
い
て
山
﨑
秀
和
北
海
道
地
方
支

部
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。
講
義
で

は
執
行
部
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
活
用
し
、
海
運
・
水
産
業
の
概

要
や
船
員
の
仕
事
・
船
の
種
類
・

船
内
生
活
な
ど
に
つ
い
て
、
幅
広

く
説
明
し
た
。

次
に
福
島
隆
吏
道
南
支
部
執
行

部
員
か
ら
現
役
船
員
の
体
験
談
と

し
て
講
話
が
あ
り
、
現
役
船
員
な

ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な

が
ら
、
海
で
仕
事
を
す
る
こ
と
の

素
晴
ら
し
さ
や
楽
し
さ
を
伝
え

た
。
そ
の
後
、
班
に
分
か
れ
て
小

型
ボ
ー
ト
の
体
験
乗
船
や
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
教
室
を
実
施
し
た
。　
　
　

参
加
し
た
中
学
生
か
ら
は
、「
小

型
ボ
ー
ト
乗
船
や
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

な
ど
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
。
入

学
し
て
深
く
学
ん
で
み
た
い
」
と

の
声
も
上
が
っ
た
。

《
北
海
道
地
方
支
部
＝
発
信
》

東
京
都
立
大
島
海
洋
国
際
高
等
学
校

ᡶ
ែ
⏓
⏋
⏧
␚
⏠

７
月
９
日
、
東
京
か
ら
約
１
２

０
㎞
離
れ
た
伊
豆
大
島
の
東
京
都

立
大
島
海
洋
国
際
高
等
学
校
で
、

未
来
の
船
員
を
海
へ
と
誘
う
進
路

ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
、
５
人
の

生
徒
が
出
席
し
た
。
ガ
イ
ダ
ン
ス

で
は
、
参
画
し
た
会
社
が
ブ
ー
ス

に
分
か
れ
、
捕
鯨
や
遠
洋
マ
グ
ロ

は
え
縄
漁
業
に
関
す
る
漁
法
や
会

社
概
要
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た

ほ
か
、
迫
力
あ
る
映
像
で
海
の
仕

事
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
。

出
席
し
た
生
徒
は
、
説
明
に
引

き
込
ま
れ
、
真
剣
な
表
情
で
捕
獲

し
た
鯨
の
解
体
方
法
や
漁
船
の
操

業
期
間
に
つ
い
て
質
問
し
、
会
社

側
が
詳
し
く
説
明
し
て
理
解
を
深

め
た
後
、
漁
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
終

了
し
た
。
《
関
東
地
方
支
部
＝
発
信
》

鹿
児
島
県
立
鹿
児
島
水
産
高
等
学
校

漁
業
⏓
⏋
⏧
␚
⏠

７
月
15
日
、
鹿
児
島
県
立
鹿
児

島
水
産
高
等
学
校
で
漁
業
ガ
イ
ダ

ン
ス
が
開
催
さ
れ
、
海
洋
科
２
年

生
の
生
徒
27
人
が
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
主
催
者
の
一
般
社
団

法
人
大
日
本
水
産
会
か
ら
、
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
生
徒
は
６
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
各
漁
業
種
の
ブ
ー

ス
を
回
り
な
が
ら
、
漁
法
や
船
内

作
業
、
船
内
生
活
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。
生
徒
か
ら
は
、

船
員
の
賃
金
や
休
日
・
休
暇
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
、
漁
場
へ
向

か
う
時
の
作
業
な
ど
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
、
各
ブ
ー
ス
の
担
当
者

か
ら
説
明
を
受
け
、
漁
業
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
終
了
し
た
。

《
鹿
児
島
支
部=

発
信
》

北海道 東京都 鹿児島県

東京都立大島海洋国際高等学校東京都立大島海洋国際高等学校東京都立大島海洋国際高等学校

北海道小樽水産高等学校（ロープワーク教室のようす）北海道小樽水産高等学校（ロープワーク教室のようす）北海道小樽水産高等学校（ロープワーク教室のようす）

北海道小樽水産高等学校（小型船舶体験乗船のようす）北海道小樽水産高等学校（小型船舶体験乗船のようす）北海道小樽水産高等学校（小型船舶体験乗船のようす）

鹿児島県立鹿児島水産高等学校鹿児島県立鹿児島水産高等学校鹿児島県立鹿児島水産高等学校鹿児島県立鹿児島水産高等学校鹿児島県立鹿児島水産高等学校鹿児島県立鹿児島水産高等学校

おけさ丸で記念撮影おけさ丸で記念撮影おけさ丸で記念撮影

ときわ丸で記念撮影ときわ丸で記念撮影ときわ丸で記念撮影

ロープワーク教室のようすロープワーク教室のようすロープワーク教室のようす

ロープワーク教室のようすロープワーク教室のようすロープワーク教室のようす




